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緒 言

尿は被検者への侵襲がな く,採 取 も簡単で量

も充分に得 られ易 く,全 身状態 を総合的に反映

す るため臨床検査に広 く用いられてい る.中 で

も尿蛋白は,尿 糖,潜 血,沈 渣な どと共に高頻

度に利用 され,腎 疾患のみな らず学校 ・職場で

の集団検診,産 業 中毒,産 業疲労の早期発見,

予 防及びスポーツにおける健康管理のための指

標 として公衆衛生領域,産 業 医学領域において,

その利用価値は極めて大 きい.学 童の健康状態

を知るために実施 されてきた集団検尿 も,い わ

ゆるChance proteinuriaか ら,潜 在的な腎 ・泌

尿器疾患の早期発見に至 るまでがその 目的 とき

れ,小 児腎疾患の早期発見,早 期治療に大 きく

貢献 している1).ま た,産 業医学分野では,有 機

溶剤2)な らびにカ ドミウム又はその化合物3),水銀

又はその無機化合物4),ニ トログ リコール5),硫

酸 ジメチル6)等 を使用する作業者に対 しては,有

機溶剤中毒予防規 則,特 定化学物質等障害予 防

規則などの法規によ り,健 康診断に尿 蛋白検査

が義務付け られている.こ の ように尿蛋白は作

業者の早期健康診断に続 く健康管理において重

要な位置 を占めてお り,カ ドミウム中毒で骨病

変重視の傾 向が腎病変重視へ と移行 し,比 較的

早期から出現す る近位尿細管障害 の指標 として

Retinol Binding Protein(RBP): β2-microglo

bulin等 の低分子蛋白の測定が行なわれている7)

の はその好例である.こ れ らの広範 な尿蛋白出

現のスクリーニング法 として,簡 便 なことか ら

尿蛋白定性試験紙(以 下試験紙 と略)が 広 く用

いられてい る.し か しなが ら試験紙 に用 い ら

れているブロームフェノールブルー等の色素は,

ア ルブ ミンに対 して比較的特異的に反応するこ

とが知 られてお り8,9,10),グロブ リンに対 しては

反応が弱 く,更 にはpHに よって判定が左右き

れるという欠点がある.尿 微量蛋 白のスクリーニ

ングという目的及びその性格か ら問題 となる境

界付近 の低濃度(30mg/dl以 下)で は,試 験紙

の表示濃度の変化が少な く,ま た裸眼に よる観

察法であるため検者の主観によって大 き く左右

され る欠点 も有す る.

本 研究においては,近 年の学童期から高令者

に至 るまでのスポー ツ愛好家の増加 に対応 した

健康管理のための一指標 として,尿 蛋白を取 り

上げ,運 動 負荷過程 と回復過程 での量的変化 を

検討す るこ と,及 び実用化 を目的 として, 1)

試験 紙の判定成績 とアルブ ミン ・グロブ リン比

(A/G比 と略)の 影響が少ない とされている三

塩化酢酸-Ponceau Sを 用 いた尿微量蛋白定量

法11)(P-S法 と略)に よる測定成績の関係, 2)

検体 数,検 査項 目の増加に伴 なう試料尿の保存

の必要性が生 じるため,各 種保存法 の試験紙の

判定及びP-S法 に よる測定値 に及ぼす影響 につ
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いて検討し,報 告する.

実験材料並びに実験方法

実験材料

健康人尿及び運動負荷尿:各 種の尿蛋白濃度

を有する尿を入手するために,健 康な大学生男

子運動部員(平 均年令20.8歳)の 運動負荷前 ・

後に採取 したものを用いた.

病的尿:細 胞成分の測定値に与える影響を知

るために,沈 渣所見として多数の細胞成分が認

Fig. 1a-d: Frequency distributions of dip-stick readings and urinary protein concentration quan

tified by Ponceau S-Trichloroacetic acid method for urine specimens of normal sub

jects.

1 a: (-) group (n=57) 1b: (•}) group (n=185)

1c: (+) groun (n=54) 1d: (++) group (n=48)

め られた膀胱炎患者及び,肉 眼的血尿患者の尿

を用いた.

定量用蛋白質標準品:新 鮮なヘパリン添加人

血清を屈折法(D-Z型 蛋白計,共 栄製作所)で

定量 した後,生 食水で稀釈 して用 いた.

実 験方法

試験紙法: KIDSTIX(マ イルズ ・三共)を 用

い,判 定 は同一検者が行 なった.
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Table 1: Relationship between the dip-stick readings and the ranges of urinary protein concent

ration quantified by Trichloroacetic acid-Ponceau S method.

Unit: mg/dl

n: number of urine specimens m: mean

S. D.: standard deviation *: geometric mean

Table 2: Coincidence of the dip-stick read

ings before freezing and after freez

ing for 22days.

T: Total

C. R.: Coincident Rate

尿微量尿蛋白定量法:予 めKIDSTIXで 半 定

量後,前 述のP-S法 に準拠 して行なった. P-S

法 の概略は,尿 試料(1.0mlあ るいは0.1ml)に

Ponceau Sの 三 塩化 酢酸溶液 を加 え混和 し,

遠沈後上清を除去 し,蛋 白とともに共沈 した色

素 をNaOH溶 液 で溶解 し, 560nmの 吸光度で

測定す る方法である.

尿試料の保存:い ずれの試料 も採取当 日に測

定 し,そ の値に対 して,各 々下記の条件 で保存

した後に測定 した値 と比較 した.

a)健 康 人尿及び運動負荷尿:運 動 負荷前後に採

尿 したもの(試 料数101)を, ① 当 日測定用尿,

 ② 8日 間凍結保存用尿, ③22日 間凍結保存用尿

の3群 に分け保存 した.

b)ア ルブミン添加尿:保 存による影響が,ア ル

ブ ミンの変性 によるものか否か を調べ るため に,

Fig. 2 Relationship between the concentra

tions of urinary protein quantified 

immediately and after freezing for 8

days in the (-). (•}) group.

correlation coefficient: 0.308

regression line: y=0.654x+4.869;

 where x (abscissa) is the concentra

tion before freezing and y (ordinate) 

is the concentration after freezing 

for 8days.

アルブ ミン添加尿について検討 した.す なわち,

健康 人尿(尿 蛋 白濃度は3mg/dl)100mlに 人血

清アルブ ミン(PENTEX〓 HUMAN ALBU

MIN Fraction V, MILES LABORATORIES,

 INC.)を そ れぞれ5mg, 50mg, 100mg添 加 し

たアルブ ミン添加尿 を作成 し,各 々3群 に分け

て, ① 室温保存用尿, ② 冷蔵保存用尿, ③ 凍結

保存用尿 とし①②は1日, 3日, 8日 間, ③ は

1.5時 間, 1日, 2日, 4日, 7日 間保存 したも
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Fig. 3 Relationship between the concentrations 
of urinary protein quantified immediately 
and after freezing for 8days in the (+).

 (++) group.
correlation coefficient: 0.975
regression line: y=1.013x+2.450; where 
x (abscissa) is the concentration before

 freezing and y (ordinate) is the concent
ration after freezing for 8days.

の を試料 とした.

c)細 胞成分 を多く含む尿:本 試料尿では,保 存

による細胞の破壊 もしくは細菌 などによる分解,

菌体数の増加に変化が大 きい と推測され ること

か ら,尿 試料 をそれぞれ3,500rpm, 1,500rpm

で10分 間 遠沈 し,上 部1/2を 上 清部分,下 部1/2

を沈渣部分 とに分か ち,凍 結保存 した.

尚,尿 試料はいずれ もプラスチ ック製試験管

に入れて密封 して保存 した.凍 結は 冷 凍 庫 内

(-20℃),冷 蔵 は冷蔵庫内(4℃),室 温 は実験

室机上にて保存 した.凍 結保存試料は室温にて

解凍後,他 の試料 も測定直前に充分攪拌 して測

定に用いた.

実 験 結 果

A.健 康 人尿及び運動負荷尿におけ る試験紙法

の判定 とP-S法 に よる尿蛋白濃度測定値 の

関係:

a)尿 蛋 白濃度測定値の度数 分布:試 験紙法に

より(-)と 判 定 された群についてはFig. 1a

(±)群 はFig. 1b, (+)群 はFig. 1c, (〓)群

はFig. 1dにP-S法 に よる測定濃度の度数分布 を

示す.そ れぞれの分布型 を確率試験紙で調べ る

Fig. 4 Relationship between the concentrations 
of urinary protein quantified immediately 
and after freezing for 8days in the 

(+++), (++++) group.
correlation coefficient: 0.997
regression line: y=1.032x+35.849;

 where x (abscissa) is the concentration
 before freezing and y (ordinate) is the con

centration after freezing for 8days.

と, (-)群, (±)群, (〓)群 は対数正規に近

い分布, (+)群 は正規分布に近 い分布 を示 した.

各群におけ るP-S法 での測定値の算術平均±標

準偏差,対 数変換後求めた平均値±標準偏差 を

実数に再変換 した値,及 びrangeはTable 1に

示 す通 りであった.す なわち(±), (+), (〓)

の各々の平均値 は試験紙添付 の資料 の表示濃度

にほぼ一致 していた.

b)試 験紙法による判定尿の保存前後の一致率:

 Table 2に 示 す如 く,当 日と22日 間凍結保存後

では,全 体 を通 じての一致率80%で 良 く一致 し

てお り,一 致 しなか った判定の うち10.5%は 上

昇, 9.5%が 下 降 していたが,そ の上昇,下 降

ともにすべ て一段階であ り,凍 結保存の試験紙

法に よる判定に対す る影響は少ないと思われた.

尚,い ずれの尿試料 もpHは5～8の 範囲にあ

った.

B.健 康 人尿及び運動負荷尿の凍結保存 のP-S

法 に よる尿蛋白濃度測定値に及ぼす影響

a)保 存前,後 の測定値の相関:当 日と8日 間

凍結保存後 で一次回帰 をとる と,試 験紙法によ

る判定が(-)・(±)の 群 ではFig. 2に 示 す様

に相関係数0.308と 相 関が悪 いが, (+)・(〓)
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Table 3 Comparison of paired data by the usual t-test in the concent

rations of urinary protein before freezing and after freezing 

for 8days.

df: degree of freedom

t0: observed t

C. L.: confidence limit

Table 4 Comparison of paired data by the usual t-test in the protein concentrations of albumin

 added urine specimens before and after the preservation under the several conditions.

(Duration of preservation)

***: p<0.001 **: p<0.01 *: p<0.05 n. s.: p>0.05

群ではFig. 3, (〓)・(〓)群 ではFig. 4に 示 す

様に相関係数 がそれぞれ0.975, 0.997で,い ず

れも良 く相関 してお り,直 線の傾 きもほぼ1で

あった.試 験紙法による判定で(+)以 上 すな

わち,試 験紙添付の資料では30mg/dl以 上, P-

S法 に よる測定値 では31.0mg/dl以 上 の群では

凍結保存による影響は少なか った.こ れらの結

果からP-S法 を用いて尿蛋白濃度 を測定す る場

合,予 め試験紙法によって(-)あ るいは(±)

と判定された尿試料については,そ の 日の うち

に定量操作を開始す ることが必要 とされること

が明らかになった.

b)保 存 前,後 の測定値 の対応のある平均値

差の検定: Table 3に 示 す様に,試 験 紙 法 で

(-)及 び(±)の 群では, 8日 間 の凍結保存に

よ り尿蛋 白濃度測定値は1%の 危険率 で有意の

上昇が認め られたが, (+)群, (〓)群, (〓)

群, (〓)群 ではいずれ も5%の 危険率 で有意差

なしとい う結果が得 られた.

C.ア ル ブ ミン添加尿のP-S法 に よる蛋白濃度

測定値 の保存による変化:

保 存前,及 び保存後の測定値 について対応の

ある平均値差の検定 を行 なうと, Table 4に 示

す様 に試験紙法の判定が(±)で ある5mg/dl

添加 尿では,室 温,冷 凍保存で1日 後よ り有意

の増加が認め られたが,冷 蔵保 存では8日 後で

も保存前後の平均値に有意差は認め られなかっ

た(p>0.05).試 験紙法による判定が(+)で あ

る50mg/dl添 加 尿で,室 温では8日 後 まで,冷

蔵保存で1日 後 まで,冷 凍保存で4日 後 までは

保存前後の平均値 には有意差 を認めず(p>0.05),

更 に高濃度の100mg/dl添 加 尿で,室 温,冷 凍保
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Table 5: Effect of freezing in urine specimens which are rich in cell component.

(Duration of freezing)

Unit: mg/dl

"upper phase" indicates the upper half of the urine and "lower phase" indicates the lower one 

after centrifugation at 1,500rpm, 3,500rpm for 10minutes.

Sample 1, 2: Urine with many leucocytes from cystitis-patient

Sample 3: Macro hematuria

存 ではそれぞれ8日, 7日 経 過 しても保存前後

の平均値 には有意差が なかった(p>0.05).こ の

結果は,健 康 人尿及び運動 負荷尿の保存前,後

での測定結果 とほぼ一致 していた.

D.細 胞成分の測定値に及ぼす影響

a)細 胞成分を多量に含む尿 の蛋 白濃度測定値

に及ぼす影響: Table 5に 示 す様に,多 種 多様

の細胞成分 を含む尿を凍結保存 した時,沈 渣所

見 として白血球,上 皮等 を多く含む膀胱炎尿で

は1,500rpm, 3,500rpmの 上 清部分,沈 渣部分

共に蛋白濃度測定値 の変化は一様では なく原尿

では2例 共,保 存前よ り減少していた.し か し,

赤血球 を主たる沈渣 とする血尿では原尿,上 清

部分,沈 渣部分のいずれの部分 も,本 研究 に用

いた膀胱炎尿の場合に比べ,凍 結保存に よる変

化は少なかった.少 数例ではあるが,細 胞成分

などを多量に含む尿試料では保存による影響に

一定の傾 向が な く
,測 定に際 して注意 を要す る

ことが分か った.尚,試 験紙法の判定では保存

前,後 の変化はなか った.

b)遠 沈 による測定値 の変化: Table 5に 示す

如 く, 1,500rpm, 3,500rpmで10分 間遠沈した

場合,蛋 白濃度測定値はいずれ も沈渣部分>原

尿>上 清部分 であ り,細 胞成分などの沈渣がP-

S法 に よる測定値 を高 くしていることが推定 さ

れた.更 に,こ れ らの尿試料はいずれ も試験紙

法による判定 ではすべて(-)～(±)で ある

ことか ら,ア ルブ ミン以外の蛋 白質の影響 を示

唆 しているものと考 えられる.

考 察

試験紙法 とP-S法 の定量感度:

前 述の如 く,試 験紙に用い られている色素は

アルブ ミンに対 して比較的特異的に反応する.

本 研究で用いた尿試料の健康人尿 及び運動負荷

尿では,尿 蛋 白の主体はアルブ ミンである12,13).
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そのため試験紙に よる判定 とP-S法 に よる尿蛋

白測定値の関係は比較的良好 となった もの と思

われる.尿 蛋白定量値 と試験紙による判定の比

較研究では,有 江 ら14)がFolin and Ciocalteu

法 で測定 した場合の平均値(m), ±標 準 偏 差

(S. D.)は, (-)群 で13.8±4.3mg/dl(±)群

で23.5±14.7mg/dl, (+)群 で59.8±31.1mg/

dl(〓)群 で109.9±53.0mg/dlと 報告 し,ま た

高杉 ら15)はBiuret法 に よる成績 では, (-)群

で0～14mg/dl, (±)群 で2～2.3mg/dl, (+)

群 で11～85mg/dl, (〓)群 で47～163mg/dl,

 (+)群 で102～343mg/dlと い う結果 を報告 して

いる.本 研究で試験紙法に より(-),あ るいは

(±)と 判定 された尿試料のP-S法 に よる測定値

は有江,高 杉 らの結果 よりも低 く算出されたが,

 P-S法 は高感度の色素結合法であり,尿 中ア ミ

ノ酸ペ プチ ドの影響 もな くA/G比 による影響 も

少ない等の利点 を有することを考えると,運 動

負荷尿等への適用 には優れた方法 と言 える. P-

S法 あ るいは他の方法によるいずれの結果にお

いても,試 験紙の判定が(-)～(+)で は互い

に尿蛋白濃度測定値の範囲の重複が認め られた.

この ように,試 験紙法 は簡便 であ り,判 定 も迅

速であるこ とか ら,多 数の検体につ いてスクリ

ーニング法 としての有用性 は充分認め られ るも

のの,定 量感度が低 い試験紙法による判定結果

のみで正常 もしくは陰性 とは言い難い ことも示

唆 している.特 に,尿 蛋白の主成分がアルブ ミ

ン以外のグロブ リンや低分子蛋 白であることが

予測される場合には,試 験紙法によるスク リー

ニングでは不 充分であ り, A/G比 の影響等を考

慮 した尿蛋白の定量が必須である と考 える.

一方
,凍 結保存による試験紙の判定 の変化が

少ないのは,凍 結保存によ りP-S法 に よる尿 蛋

白濃度の測定値は変化するが,そ の変動範囲が

肉眼による試験紙 の半定量的な判定では判別 で

きなかったためであろうと考える.こ の傾向は,

低 濃度か ら高濃度の尿蛋白に至 るまで一貫 した

傾向であった.

尿試料及びアルブ ミン添加尿の蛋 白濃度測定値

に及ぼす保存の影響:

健康 人尿及び運動負荷後の尿試料を凍結保存

した場合,試 験紙によ り(+)以 上 と判定され

た試料 では,凍 結後 もほぼその 日の うちに測定

した値 と良 く相関 し,実 用上何 ら差 し支 えない

ものの, 30mg/dl以 下 の低濃度の試料尿では,

凍 結保存,あ るいは解凍操作 による影響が大 と

なった.こ れは,本 研究の試料である運動尿 中

の蛋白質の主体がアルブ ミンであ り,本 研究に

おいて実験的に添加 作成 したアルブ ミン添加尿

の保存実験結果 とも良 く一致 している.す なわ

ち,測 定値 を変化 させ る不安定要素 としての尿

中細胞成分の含有量に比 して,尿 蛋 白測定値が

高い試料ほ ど,凍 結保存による影響の少ないア

ルブ ミンの割合が高 くな り,結 果 として変化が

少な く表われ,一 方,低 濃度の試料ほ ど,不 安

定要素の含有割合が高 くな り,測 定値の変化が

大 き くなった もの と考え られ る.

一般に尿を室温において保存する場合
,細 菌

の増殖に伴な う細菌数の増加16)と蛋 白定量値 の

上昇17),あ る いは,細 菌 による蛋白質の分解か

らの測定値 の低下の両面が問題点 と考え られ る

ものの,尿 中に存在す る多種 多様 な細菌や細胞

の性 質に もよ り,そ の影響の解釈は困難 である.

保 存条件 を,冷 蔵 して4℃ に保つ と,細 菌の増

殖は抑制 され,冷 凍 においては細菌による分解

はほぼ阻止され ると思われるが,凍 結,解 凍の

過程 で,混 在す る他の細胞成分の破壊などは,

逆 に亢進することも考え られ る. P-S法 以 外の

蛋白定量法を用いた尿試料の保 存に関す る研究

は,安 野 ら17)のビュー レッ ト法による報告があ

る.そ れによると, 24時 間以内であれば, 4℃

保 存が, 2日 以 上の保存 を必要 とす る場合,凍

結保存が良い としている.し か しなが ら,安 野

らが測定に供 した尿試料 は, 55mg/dlと 本 実験

の最低濃度5mg/dlに 比 して高 く,試 験紙に よ

る判定が(-)あ る いは(±)と なるような試

料についての検討 はなされていない.以 上の こ

とか ら, P-S法 に よる尿蛋白の測定 を行 なう場

合,必 ず しも凍結保存すれば良い とは言えず,

特 に低濃度 の試料の場合,そ の 日の うちに測定

することが最良の方法 と思われる.

多種の細胞成分 を含む尿試料の凍結保存前,後

の測定値の変化:

先 に述べ た様に,膀 胱 炎や血尿等の如 く,各

種の細胞成分 を含む尿 を凍結保存 した場合,保
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存後の測定値は,細 胞の種類,尿 試料 によ り一

定 の傾向を示 さなかった.こ の様 な尿試料の場

合 の尿蛋白測定手技につ いては,今 後検討 を要

す るもの と思われる.す なわち,通 常 では尿へ

の不溶蛋 白である細胞成分 とを合 わせ て測定 し,

い わゆ る尿蛋白濃度 として算出す ることの可否

につ いては,今 後種々の病的尿等 についての測

定から明 らか にして行 く予定である.

ま と め

本研究は,公 衆衛生学領域における尿蛋白測

定による疾病,産 業 中毒,運 動負荷のス クリー

ニ ング法に関連 して,試 験紙法による判定 と尿

蛋 白濃度測定値の関係及び試料尿 の保 存の影響

について検討 し,以 下の成績 を得た.

1. KIDSTIXを 用 いた試験紙法による判定結

果 と三塩化酢酸-Ponceau Sに よる尿蛋 白濃度

測定値 の関係は,尿 蛋白濃度が30mg/dl以 上 の

試料では半定量値 と定量値 の間に良い関係((+)・

(〓)群: y=1.013x+2.450, r=0.975, (-)・(-)群:

 y=1.032x+35.849, r=0.997)が 得 られた.し

か しなが ら,尿 蛋白濃度が30mg/dl以 下 の試料

では判定結果に対す る測定値 の範囲は大 きく,

試験紙法による判定は低濃度においては不碓実

であ った. ((-): 1.6～4.5mg/dl(±): 2.1～8.0

mg/dl)

2.尿 の保存の測定値 に対す る影響 は,試 験紙

法では, 22日 間の凍結保存後 も判定の一致率は

80%を 示 し,そ の影響 は少ないもの と考える.

一 方
,蛋 白濃度測定値 に対 しては,濃 度が30mg/

dl以 上 の試料では密封 してあれば,室 温では3

日後 まで,冷 蔵では1日 後 まで,冷 凍 では4日

後まで保存後 も測定値の変動は少 なかった.一

方, 30mg/dl未 満 の尿試料 ではいずれの方法で

保存 して も測定値 は変動 し,そ の変動要因 とし

ては,尿 中の各種細胞成分の混在及びその崩解

などが推定 された.

以 上の結果か ら,試 験紙法は大量の試料を迅

速に検査す ることに有効 ではあるが, 30mg/dl

未満 の尿 試料につ いては判定結果が不定であり,

尿微量蛋白定量法 により定量する必要があるこ

と,更 に,尿 微量 蛋白定量法 として,三 塩化酢

酸-Ponceau Sを 用 い る方法は,測 定 限界が実

用上1mg/dlと 低 く, A/G比 の影響 も少ないこ

とか ら有効 であ り,ま た尿試料の蛋 白濃度が30

mg/dl未 満 と試験紙法で判定 されたものは当 日

のうちに定量することが望 ましい との結論を得た.

稿 を終えるにあたり恩師緒方正名教授,な らびに

直接御指導いただきました吉良尚平講師,尿 採取に

御協力いただきました岡山大学剣道部,日 立造船健

康保険組合因島総合病院臨床検査科の皆様,実 験に

御援助いただきました嶋田義弘,松 浦久美子両氏に

厚く御礼申し上げます.
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A study on urinary protein excretion as an index of physical exertion

Part I: A micromethod for determination of urinary protein 

with special reference to preservation of urine 

specimen

Takehiro IZUMI

Department of Public Health, Okayama University Medical School

(Director: Prof. M. Ogata)

The present paper concerns the semi-quantification and micro-quantification of urinary 

proteins with emphasis on the application of them to the public health area for de

termining illness, industrial poisoning and physical fitness. The present experiments 

were designed to examine the relationship between the results in the reading of urinary 

protein levels by a dip-stick method and the levels measured by micro-quantification 

using the trichloroacetic acid-Ponceau S reagent method (P-S method). The effects of the 

preservation of urine specimens on the levels measured by the above methods were also 

examined.

The results were as follows:

1. Although the dip-stick method was useful for the semi-quantification of urine 

specimens with protein levels above 30mg/dl, readings below 30mg/dl were uncertain. 

Levels measured by the P-S method had a range of 1.6mg/dl to 8.0mg/dl. For the 

micro-quantification of urinary protein in the above cases, the P-S method was suitable 

because of it's low detection limit (1.0mg/dl protein concentration) and of little dis

crepancy between the sensitivity to albumin and globulin.

2. The readings of the dip-stick method coincided in 80% of urine specimens preserved 

for 22days in a feezer at -20•Ž with their initial readings. On the other hand, the 

protein levels measured by the P-S method below 30mg/dl varied from the initial ones 

after the preservation airtightly at room temperature, at 4•Ž in a refrigerator and even 

at -20•Ž in a freezer for a day or more. In the case of urine specimens which contained 

30mg/dl protein or above, no significant change was observed after the preservation 

in a refrigerator or a freezer. The destruction of various cell components in urine might 

cause the variation, in contrast to albumin that is destroyed little during preservation.

The author concludes that the protein concentration of urine specimen with a dip-stick 

reading below 30mg/dl should be measured as soon as possible by the P-S method, when 

a detailed quantification is required.


